
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 





















































－ 25 － 

一方、遊び場面で 10％以上の差のある項目は見られなかった（図１）。 

全体の特徴として、感染対策は、排泄・食事・遊びの順に多かった。遊び場面では、感染

対策の実施について 2群の差は認められなかったが、困り感は B群の方が多かった（図 2）。 

2-3-2．幼児について 

A 群は 81人、B群は 32 人であった。 A 群と B群の出現比率の差は、排泄の場面で「消毒

の徹底」23.3％、「トイレ掃除の徹底」18.4％、「手洗いの徹底」12.2％であった。食事場面

では、「食事場所の工夫」28.4％、「あまりしゃべらないように促す」28.4％、「座る位置の

工夫」28.2％、「パーテーションの設置」27.2％であった。遊び場面では、「絵本の読み聞か

せの子どもの定位置化」25.9％であった（図１）。A群と B群の出現比率の差が 10％以上の

ものは、8項目であった。一方、感染対策における困り感は、遊び場面で B群の出現率が大

きかった。特に、「絵本の読み聞かせでの密集」、「歌による飛沫」、「おままごとでの密集」

において B群の困り感が大きかった（図 2）。 

2-4．考察 

乳児クラスと幼児クラスの双方において、感染予防対策への満足度は排泄や食事場面で

の対策の有無が影響していることが示唆された。一方で、B群（非満足群）では遊び場面で

の対策の困難さが顕著であったことから、これに配慮した保育方法の提案が求められる。 

 

 

3-1．目的 

検討１では、新型コロナウイルスの感染予防について、排泄や食事場面でのマスク着用や

消毒および手洗いの徹底等が対応の満足度に影響することが示唆された。感染対策への非

満足群は、遊び場面で困り感が大きいことが明らかとなった。これより、本検討では、with

コロナ時代に子どもと活用できる感染予防教材の開発を行うことを目的とした。これらを

通じて、with コロナ時代の新しい保育について提案することを目的とした。 

   
図 1．遊び場面の感染対策（A群と B 群の差）  図 2．遊び場面の感染対策における困難さ（A群と B 群の差） 

3．新しい生活様式を導入した保育の提案（検討２：教材開発） 

3-1．目的 
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